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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【年通号数】公開・登録公報2009-028
【出願番号】特願2007-331767(P2007-331767)
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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月28日(2010.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電圧制御発振器と、前記電圧制御発振器からの出力を分周する分周器と、外部基準信号
と前記分周器からの出力の位相を比較し、位相差信号を出力する位相比較器と、前記位相
比較器からの出力を平滑化して出力するループフィルタと、外部基準信号を検波する検波
回路と、パルス生成の情報が入力されるとパルスを生成して前記ループフィルタに出力す
るパルス生成回路と、規定の電圧情報とそれに対応するパルス生成の情報を記憶するメモ
リと、固定電圧を変更する調整を行う制御電圧可変回路と、前記位相比較器と前記ループ
フィルタとの接続をオン／オフする選択スイッチと、前記検波回路で検出された外部基準
信号のレベルが適正範囲内であれば前記選択スイッチをオンとし、前記レベルが適正範囲
外であれば前記選択スイッチをオフとし、前記制御電圧可変回路からの制御電圧を選択す
る場合には当該制御電圧を選択する指示を、前記制御電圧を選択しない場合には前記メモ
リに記憶されたパルス生成の情報を前記パルス生成回路に出力する制御部とを有し、
　前記選択スイッチは、前記制御電圧可変回路から入力される制御電圧を選択する制御信
号が入力されると、前記位相比較器と前記ループフィルタとの接続をオフにして当該制御
電圧を選択して前記ループフィルタに出力し、外部基準信号を選択する制御信号が入力さ
れると、前記位相比較器と前記ループフィルタとの接続をオンし、前記パルス生成回路か
らのパルスを選択する制御信号が入力されると、前記位相比較器と前記ループフィルタと
の接続をオフし、
　前記制御部は、前記検波回路で検出された外部基準信号のレベルが適正範囲内であると
きに前記外部基準信号を選択する制御信号を出力して前記選択スイッチをオンとし、当該
オンの状態で、前記レベルが適正範囲外になると、予め設定された、前記制御電圧可変回
路からの制御電圧を選択する制御信号又は前記パルス生成回路からのパルスを選択する制
御信号のいずれかを前記選択スイッチに出力することを特徴とする発振周波数制御回路。
【請求項２】
　メモリに記憶された規定の電圧情報を、電圧制御発振器を制御可能な制御電圧において
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中心制御電圧としたことを特徴とする請求項１記載の発振周波数制御回路。
【請求項３】
　メモリには、規定の電圧情報とそれに対応するパルス生成の情報を記憶する代わりに、
経年変化の時間に対する適正な制御電圧とそれに対応するパルス生成の情報を記憶する経
年変化特性テーブルを記憶し、
　制御部は、内部にタイマーを備えて時間を計測し、外部基準信号のレベルが適正範囲外
であるときに、前記メモリの経年変化特性テーブルから計測した時間に応じた制御電圧を
検索し、検索した制御電圧に対応するパルス生成の情報を読み取り、パルス生成回路に出
力することを特徴とする請求項１記載の発振周波数制御回路。
【請求項４】
　ループフィルタからの出力について電圧レベルを検出して最新の電圧情報を制御部に出
力するレベル検出回路を設け、
　メモリには、規定の電圧情報とそれに対応するパルス生成の情報を記憶する代わりに、
最新の電圧情報と、複数の電圧情報とそれに対応するパルス生成の情報を記憶する電圧・
パルス生成の情報テーブルを記憶し、
　制御部は、前記レベル検出回路から入力された最新の電圧情報で前記メモリの最新の電
圧情報を更新し、外部基準信号のレベルが適正範囲外であるときに、前記メモリの電圧・
パルス生成の情報テーブルから最新の電圧情報に対応するパルス生成の情報を読み取り、
パルス生成回路に出力することを特徴とする請求項１記載の発振周波数制御回路。
【請求項５】
　電圧制御発振器の代わりに、電圧制御機能付き水晶発振器、温度補償型の水晶発振器又
は電圧制御機能付き恒温槽水晶発振器を用いたことを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
か記載の発振周波数制御回路。
【請求項６】
　パルス生成回路は、パルス幅変調回路であり、制御部から出力されるパルス生成の情報
は、パルス幅変調デューティーサイクルの情報であることを特徴とする請求項１乃至５の
いずれか記載の発振周波数制御回路。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　上記従来例の問題点を解決するための本発明は、発振周波数制御回路において、電圧制
御発振器と、電圧制御発振器からの出力を分周する分周器と、外部基準信号と分周器から
の出力の位相を比較し、位相差信号を出力する位相比較器と、位相比較器からの出力を平
滑化して出力するループフィルタと、外部基準信号を検波する検波回路と、パルス生成の
情報が入力されるとパルスを生成してループフィルタに出力するパルス生成回路と、規定
の電圧情報とそれに対応するパルス生成の情報を記憶するメモリと、固定電圧を変更する
調整を行う制御電圧可変回路と、位相比較器とループフィルタとの接続をオン／オフする
選択スイッチと、検波回路で検出された外部基準信号のレベルが適正範囲内であれば選択
スイッチをオンとし、レベルが適正範囲外であれば選択スイッチをオフとし、制御電圧可
変回路からの制御電圧を選択する場合には当該制御電圧を選択する指示を、制御電圧を選
択しない場合にはメモリに記憶されたパルス生成の情報をパルス生成回路に出力する制御
部とを有し、選択スイッチは、制御電圧可変回路から入力される制御電圧を選択する制御
信号が入力されると、位相比較器とループフィルタとの接続をオフにして当該制御電圧を
選択してループフィルタに出力し、外部基準信号を選択する制御信号が入力されると、位
相比較器とループフィルタとの接続をオンし、パルス生成回路からのパルスを選択する制
御信号が入力されると、位相比較器とループフィルタとの接続をオフし、制御部は、検波
回路で検出された外部基準信号のレベルが適正範囲内であるときに外部基準信号を選択す
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る制御信号を出力して選択スイッチをオンとし、当該オンの状態で、レベルが適正範囲外
になると、予め設定された、制御電圧可変回路からの制御電圧を選択する制御信号又はパ
ルス生成回路からのパルスを選択する制御信号のいずれかを選択スイッチに出力すること
を特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本発明によれば、電圧制御発振器と、電圧制御発振器からの出力を分周する分周器と、
外部基準信号と分周器からの出力の位相を比較し、位相差信号を出力する位相比較器と、
位相比較器からの出力を平滑化して出力するループフィルタと、外部基準信号を検波する
検波回路と、パルス生成の情報が入力されるとパルスを生成してループフィルタに出力す
るパルス生成回路と、規定の電圧情報とそれに対応するパルス生成の情報を記憶するメモ
リと、固定電圧を変更する調整を行う制御電圧可変回路と、位相比較器とループフィルタ
との接続をオン／オフする選択スイッチと、検波回路で検出された外部基準信号のレベル
が適正範囲内であれば選択スイッチをオンとし、レベルが適正範囲外であれば選択スイッ
チをオフとし、制御電圧可変回路からの制御電圧を選択する場合には当該制御電圧を選択
する指示を、制御電圧を選択しない場合にはメモリに記憶されたパルス生成の情報をパル
ス生成回路に出力する制御部とを有し、選択スイッチは、制御電圧可変回路から入力され
る制御電圧を選択する制御信号が入力されると、位相比較器とループフィルタとの接続を
オフにして当該制御電圧を選択してループフィルタに出力し、外部基準信号を選択する制
御信号が入力されると、位相比較器とループフィルタとの接続をオンし、パルス生成回路
からのパルスを選択する制御信号が入力されると、位相比較器とループフィルタとの接続
をオフし、制御部は、検波回路で検出された外部基準信号のレベルが適正範囲内であると
きに外部基準信号を選択する制御信号を出力して選択スイッチをオンとし、当該オンの状
態で、レベルが適正範囲外になると、予め設定された、制御電圧可変回路からの制御電圧
を選択する制御信号又はパルス生成回路からのパルスを選択する制御信号のいずれかを選
択スイッチに出力する発振周波数制御回路としているので、自己の周波数を補正し、高安
定な基準信号の入力がなく、自走したときでも発振周波数を安定に保つことができ、更に
、外部からの固定電圧を可変にした制御電圧で発振できる効果がある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　更に、異常状態では、ＣＰＵ２０は、メモリ２１に記憶された最新の制御電圧情報を読
み取り、その電圧情報に対応するＰＷＭデューティーサイクルを電圧・ＰＷＭデューティ
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ーサイクルテーブルから読み取り、そのＰＷＭデューティーサイクルとなるパルスを形成
するための情報（データ）をＰＷＭ回路２２に出力する。
　ＰＷＭ回路２２は、ＣＰＵ２０から入力されたパルス形成の情報に従ってパルスを生成
し、ループフィルタ１４を介して電圧制御発振器１５に制御電圧を出力する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　具体的には、メモリ２１には、電圧制御発振器１５に対する制御電圧において、その適
正範囲内の中心電圧値を記憶しておき、それに対応するＰＷＭデューティーサイクルは、
５０％となるから、電圧制御発振器１４の制御電圧が０～３．３Ｖで動作するのであれば
、３．３／２Ｖの制御電圧に設定する。尚、中心電圧値以外の任意の電圧値を記憶して対
応する制御電圧を設定してもよい。
　デフォルトの電圧情報を用いれば、レベル検出回路２３及びＡＤコンバータ２５の部品
、メモリ２１内の電圧・ＰＷＭデューティーサイクルテーブルを不要とすることができる
。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
［別の実施の形態２］
　更に、別の実施の形態（別の実施の形態２）として、本回路を上記経年変化に対応した
構成とするものである。この別の実施の形態２について図５を参照しながら説明する。図
５は、経年変化特性テーブルの概略図である。
　本回路において、メモリ２１には、電圧・ＰＷＭデューティーサイクルテーブルが格納
されているが、そのテーブルの代わりに、図５の経年変化特性テーブルを利用するもので
ある。
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